Retention cyst of the prostate gland: report of a case by 木下, 修隆 et al.
Title前立腺貯留性嚢腫の1例
Author(s)木下, 修隆; 山崎, 義久; 加藤, 雅史; 堀, 夏樹; 保科, 彰; 西井,正治; 有馬, 公伸; 堀内, 英輔; 小川, 兵衛












木 下 修 隆 ・山 崎 義 久 ・加 藤 雅 史
堀 夏 樹 ・保 科 彰 ・西 井 正 治
有 馬 公 伸 ・堀 内 英 輔*・小 川 兵 衛
      RETENTION CYST OF THE PROSTATE  GLAND: 
                REPORT OF A CASE 
         Nobutaka KINOSHITA, Yoshihisa YAMASAKI, Masafumi KATO, 
              Natsuki  HORI, Akira  HOSHINA, Masaharu  Ntsun,
            Kiminobu ARIMA, Eiho  HORIUCHI and Hyoei OGAWA 
              From the Department of Urology,  Mie University, School ofMedicine 
 (Director: S. Tada) 
   A 55-year-old man was admitted to our hospital because of pollakisuria nd dysuria. Rectal 
examination revealed a normal prostate and did not show fluctuation or tenderness. Cystography 
and cystoscopic examination revealed  u lesion projecting into the bladder cavity. An echogram 
showed an irregular internal echo at the left lobe of the prostate, but prostatic biopsy revealed benign 
prostatic hypertrophy. 
   Transvesical removal of the prostatic cyst was performed. The cyst was about 3 cm in diameter 
and filled with yellow fluid (5.8 ml). The fluid contained no sperm and its acid phosphatase and 
zinc levels were high. The cystic wall was lined by cubo-collumnar cells and partly by flattened 
epithelium. 
















は排尿困難の既往はなかった.直 腸 内指診,膀 胱造




入院時現症=体格 ・栄養中等度,顔 貌正常,眼 瞼 ・
眼球結膜に貧血および黄疸の所見はなく,表在 リンパ
節は触知 しなかった.胸 部は理学的 に異常はなかっ
た.腹部は平坦で圧痛なく,肝 ・脾 ・腎は触知しなか




ず,前 立 腺 溝 お よび境 界は 明瞭 であ った.
〈 検 査 成 績 〉 一 般 検 血,赤 血 球465×104/mm3,
白血 球11,480/mm3,Hb14.29/dl,Ht44.3%.血液
像:正 常.血 液 生 化 学:蛋 白6.79/d1,Na142mEq/
1,K4.2mEq/1,cllogmEq/l,総酸性 フ ォス フ ァタ
ー ゼ(〈0 .5U:3月1日)0.37U.肝 機 能:正 常.
CRP(一).Wa-R(一).HBs-Ag(一).ESR5
mm(1時 間 値),17mm(2時 間値).腎 機 能:尿 素
窒素15mg/dl,血清 ク レアチ ニ ン1・omg/dl,クレア
チ ニ ンク リア ラ ンス81ml/min,PSPテス ト15分値
19%,120分値103%.尿所 見:淡 黄 色 透 明 で 弱 酸性.
蛋 白(一),糖(一),細 菌 培 養 陰 性,尿 沈 渣 で は赤 血
球(一),白 血 球(一),円 柱(一),細 菌(一),上 皮
細 胞(一)で あ った.
膀 胱 鏡所 見:高 度 の 肉柱 形 成 と,内 尿 道 口12。の位
置 に膀 胱 粘 膜 の隆 起 を 認め た.
X線 学 的 所 見:胸 部,腎 膀 胱 部 単純 撮 影 お よび 排
泄性 腎孟 造 影 では 異 常 は み られ な か った.膀 胱 造 影
(Fig.1)では,高 度 の 肉柱 形成 と内尿 道 口附 近 で の
膀 胱 内へ の 隆 起性 病 変,お よび膀 胱 憩室 を認 め た.
前 立 腺 超 音 波 断層 検 査=前 立腺 左葉 に 内部 エ コ ーの
不 規 則 性 を 認 め たが,嚢 胞 性病 変 は み られ な か った
(Fig.2).
前 立 腺 生検 膀 胱 鏡 所 見 お よび超 音 波 検 査 所 見 よ り,
前 立 腺 肉腫 や前 立 腺 癌 な どを 鑑別 す べ く前 立 腺 生検 を
お こな ったが,結 果 は 軽 度 の 混合 型 前 立 腺 肥 大症 で,
悪 性 所 見 は認 め られ な か った.
尿 流 動 態検 査=尿 流 量 測定(Fig.3)では,高 度 の
閉 塞 性排 尿障 害 が み ら れ,残 尿 は126ml(残 尿 率
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Fig.2.Transrectalechogramoftheprostate






























常 に 高値 を示 し,亜 鉛 は 前 立 腺 液 の濃 度 に 近 似 して い
る こ とか ら 前 立腺 由来 の 嚢 腫 が 示 唆 さ れ た(Table
1),病理 組織 学 的 に は 嚢 腫 内腔 上皮 は ほ とん ど脱 落 し
て い る もの の,残 存 す る内腔 上 皮 は 円柱 また は 立方 上
皮 で一 部 扁 平化 してい た(Fig.5),PSA(prostatic

































































前 立腺 組 織 が 認 め られ,前 立 腺 よ り発 生 した爽 腫 と考
え られ た.な お,嚢 腫 内腔 上 皮 はPSA染 色 陰性 で あ
った(Fig.6).
術 後 経 過=経 過 は良 好 で頻 尿 お よび排 尿 困 難 は 消 失
し,他 覚 的 に も排 尿 状 態 は 改 善 して お り,Fig.7は
術 後13日 のuroflowmetryとvoidingcystoure-
thrographyであ る,そ の後1年 経 過 す る も排 尿 障 害
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